
日本ジオパーク委員会再認定審査の指摘事項に対するアクションプラン

2022 アクションプラン 概要版

ジオパーク秩父は、2021 年に実施された日本ジオパーク委員会再認定審査において、「再認定」となりました。

その後、同委員会から通知された「審査結果通知書」に基づき、改善に向けた今後の行動計画を以下のとおり定めます。

①基本計画・保全計画の策定 改善に向けた実施内容

②ジオパーク活動における文化遺産の保護と活用の促進

③魅力的でわかりやすい解説看板の整備

④ガイドの創意工夫とクオリティの向上

⑤パートナーシップ協定による民間との連携体制の確立

⑥各拠点施設が果たす役割の明確化と関連施設との連携強化

⑦小中学校におけるジオパーク学習のさらなる推進

⑧多様な人材配置と安定的な運営体制の確保

（１）緊急に着手ないし解決すべき課題（おおむね１年以内）

ジオパーク秩父の基本計画と保全計画を早期に固

めてほしい

地域住民が身近に感じられる文化遺産を重点的に

取り扱い、保護と活用を推進してほしい

（２）できるだけ早く解決すべき課題（２年以内）

ジオサイトの価値や面白さ、魅力が一般の人にも

わかりやすい解説看板の整備を続けてほしい

ガイド参加者に合わせて柔軟に内容を変え、気づき

を与えながら、地学現象とくらしの繋がりをテーマや

ストーリーに組み立て、ジオパーク秩父の何を伝えた

いかをガイディングを行ってほしい

活発な活動を続けている事業者・団体と協議会の双

方に利益がある公式協定を早急に結んでほしい

（３）中長期的に解決すべき事項

各拠点施設の強みを活かした工夫をし、関連施設で

ジオと暮らしの繋がりが楽しめる連携を進めてほしい

ＳＤＧs を意識しながら、小中学生対象のジオパーク

学習や教員研修の制度化をすることが望ましい

組織内のジェンダーバランスを意識しながら、安定し

た事務局体制における運営を維持してほしい。

●基本計画（骨子は完成）の策定 （Ｒ４）

●保全計画（サイトカルテは完成）の策定 （Ｒ４）

●各サイト・文化財等の保護と活用 （Ｒ５～）

●「祭り」と「ジオ」に着目したサステナブルな観

光コンテンツの造成等 （Ｒ４～）

●民間ジオパーク看板の監修・協力（Ｒ４～）

●協議会設置看板の改修・新設（Ｒ４～）

●テキストを活用したガイドスキルアップ（Ｒ５～）

●サステイナブルを意識したガイド育成（Ｒ４）

●ガイド団体の新たな活躍の場の創出（Ｒ５～）

●パートナーシップ協定事業の実施（Ｒ４～）

●パートナー団体との協働事業の実施（Ｒ４～）

●各展示リニューアルや企画の実施（Ｒ４～）

●関連施設での普及啓発事業の実施（Ｒ４～）

●ジオパーク学習メニューの作成・公開（Ｒ４～）

●教員向け研修の積極的な実施（Ｒ４～）

令和４年７月

秩父まるごとジオパーク推進協議会 作成

●事務局・部会・コアメンバーの連携強化（Ｒ４～）


